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重職者の手紙　週刊誌　vol.20

幸せを探しているあなたへ

今からどのように

はじめれば良いのでしょうか
分かれた人生1860年代にアメリカで南北戦争が終わった後、無事に生き残った二人の兵士が、感激のうちに故郷に帰ってきました。血なまぐさいにおいがする戦場にいた二人の若者は、故郷の平穏な姿に感激しました。この時、一人の若者の目に教会が入ってきました。その若者は、教会を見ながら「そうだ！神様が私を導いてくださったので、私がこのように生き残って帰ってきた。私はこれから、神様に仕えながら生きよう」と決心しました。そして、教会に走って行って、感謝の祈りをささげたのです。しかし、もう一人の若者の目には、酒場と女がいる看板が見えました。「どれくらい、行きたくて、懐かしいことか！」彼は、酒場に走って行って、飲み食いして楽しみました。その後、30年が過ぎました。故郷の村で酒と女の看板を見て走って行ったその若者は、牢屋で一枚の新聞を見ながら嗚咽し始めました。故郷の村で教会に走って行ったクリーブランドが、22代アメリカ大統領になった就任式の写真が新聞に非常に大きく出ていたのでした。一瞬の小さなはじまりが、このようにものすごく分かれた人生の結果を産むようになったのです。
私はどのように、はじめれば良いのでしょうか。最初に、必ず知って、心に刻んでおかなければならないことがあります。聖書だけが、唯一、知らせているサタンの存在です。2007年4月16日、アメリカのバージニア工科大学で、学生のチョ・スンヒが銃器を乱射して、32人が死んだ事件は、医学によっても、科学によっても、その理由を明らかにできません。そして、ワシントンポスト(WP)に、一つの単語がのせられました。「霊的問題(Spiritual Problem)」今でも引続き起きている理解できない事件と病気、これがまさにサタンのしわざなのです。サタンは、今日も悪い霊と惑わす霊、偽り預言者の霊、異端の霊、悪霊を利用しながら、人間をだまして、堕落と滅亡に引っ張っていっています。ところが、それは人間の方法や努力では、解決することができないのです。聖書に、ただイエス キリストを通してだけ、サタンのしわざを解決することができると明らかにしています。この事実を必ず心に刻まなければなりません。二つ目。私の人生の主人がだれであるかによって、人生が変わります。私の心の中心にサタンが主人ならば、やむを得ずサタンのしもべの役割をしなければなりません。しかし、人間のすべての問題を解決されたイエス・キリストが私の人生の主人になったら、皆さんに害を与える者も勝つ者もなくて、恐れることもありません。主人であるキリストが、私の人生の責任を負ってくださるようになっているためです。いくら歳月が流れて施設が発達しても、昔も今も、浴場に行けば変わりない事実が一つあります。「貴重品は主人に預けてください。主人に預けない物は責任をとりません」三つ目。神様がくださる力を供給してもらわなければなりません。すべての人間は仕方ない限界と弱さを持っているためです。この力を得る奥義が祈りです。イエス・キリストの御名で祈る時、サタンの勢力が離れていき、天の御使いが動員されて、目には見えない聖霊のみわざが現れるようになります。私ひとりが、真の開始をすれば、家庭と家系、すべてを生かせます。その勝利の開始が、あなたの前に置かれています。今、イエス・キリストとともに始めてください。
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	現場のこだま　　既成世代を生かす未来の重職者
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福音を受けても、葛藤と多くの問題で苦しんでいた私に、神様は本部の訓練を通して福音の根をおろすようにされ、伝道現場で定刻の祈りを通して福音を味わいながら、真の幸せを味わうようにされました。ある日、会社に就職をするようになり、神様の計画を祈りながら、みことばのとおり熱心に仕事をしました。ところが、どうしたことか、会社がますます難しくなって、その中に私を送られた神様のみこころを悩みながらも、事務室のすべての人々に福音を伝えました。しかし、だれも福音を受けず、会社はもっと難しくなって、やめなければならない状況に置かれるようになりました。ずっと祈る中で、宗教生活をする社長に対すて神様の計画があることが分かり、神様が社長を愛しておられるという確信を持つようになりました。会社をやめるつもりで、社長に大胆に一次合宿訓練を勧めました。社長は悩んだ末に受け入れました。神様の絶対的な主権があることを信じて、一緒に釜山に行きました。社長はイエス様がキリストという事実を事実的に味わうようになり、神様に感謝とさんびをささげました。社長は、会社でまた仕事をしてくれという要請と共にRUTCとレムナント運動をすると言われ、そのことばに快く感謝しながら、また仕事をするようになりました。今日、社長は田舎にいる両親に福音を伝えて法事をなくすと言いながら、私に集中祈りを頼んで、幸せそうな姿で出て行きました。私たちの会社は、ラスベガス7万坪の敷地に韓国とアジア文化のコンテンツを開発、誘致、展示、公演する企画会社です。ここに神様の国が臨み、神様の隠された計画が発見できるように祈っています。
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伝道者の祈り

「主は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません」

今日も神様のみことばを握って新しく始める恵みをくださったことを感謝します。まさに、この時間、救いの祝福を味わう時間、聖霊の導きを受ける時間、伝道の祝福を味わう時間になりますように。世の中には、すべてがあるのに、神様を知らなくて人々が死んでいっています。彼らを生かせるように、この時間に働いてください。今日も私の視線が神様の最も偉大な計画を思いながら、正しい心と英知の手でダビデが味わった答えを味わえますように。イエス キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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The Leader’s Time   2008年6月13日通巻第21号　 深い泉 　02
心が通じる重職者
今、この時代に切実に必要な人　イ・ミョンバク大統領の就任後100日を過ぎて、新聞紙上には統治と経営の差に対する記事が大きく書かれています。ホ・ヨン憲法裁判研究所理事長は、統治と経営の差について「統治の目的は国民の共感を土台に、国益になる価値の実現をすることだが、経営は企業の利潤追求が最大の目的だ。統治の意思決定は大義的な手続きと方法にともなうボトムアップ式だが、経営の意思決定は大部分、最高経営者の意向によりトップダウン式で形成される」と言いながら、統治と経営を分別することができる知恵が必要だと言いました。ところで、聖書には、時代を動かす人、一つの国家を生かす人について、簡単に、かつ、明確に答えています。使徒の働き13章22節を見れば「ダビデを立てて王とされましたが、このダビデについてあかしして、こう言われました。『わたしはエッサイの子ダビデを見いだした。彼はわたしの心にかなった者で、わたしのこころを余すところなく実行する。』」と告げています。隠した動機、隠した計算、自分だけの野望なく、心が通じる同労者が切実に必要な時代です。

４つのことが通じる人　出エジプトのみわざ、紅海の奇跡、バビロンの捕虜からの帰還がいつ起きたでしょうか。４つのことが通じる同労者が起きた時でした。最初、持っている内容と価値が通じました。「イエスは人間のすべての問題を解決されたキリストだ。神様の国が臨めば暗やみは崩れる、私の力で行うのではなく、聖霊充満の力でするのだ」２つ目、時代が必要とする教会がどのようなものかが通じました。座ったまま、毎日、教理や教権の争いをする教会ではなく、福音を通して次世代を生かして、現場を生かして、暗やみの経済を生かす弟子を所々に立てる現場の教会と教会堂が必要だということを分かりました。３つ目、ひとつの聖霊の導きを受けることが通じました。パウロとルデヤの出会いがピリピとマケドニヤを生かし、パウロとプリスカの出会いがコリントを生かし、ピリピとエチオピアの宦官との出会いが一つの国を変えてしまいました。これが、聖霊の導きが通じる人の出会いです。４つ目は、ローマ16章の奥義が通じました。互いに24時間祈りで通じて、24時間伝道で通じ、神様が備えられたことを見出して、神様が今、答えられて必要とされることをしながら、すべての栄光を神様に帰す奥義を持った人です。この四つの奥義が通じる同労者が集まって世界福音化をしたのが、まさに初代教会です。これが私たちのプライドです。「彼らは、私の心をも、あなたがたの心をも安心させてくれました。このような人々の労をねぎらいなさい。」(Ｉコリント16:18)
	毎日、毎日の答えの泉

16日（月）

伝道弟子(マタイ28:16～20)

伝道弟子は、福音と伝道を理解して、福音で根をおろし、今日のみことば、今日の祈りの答え、今日の伝道の働きで、世の中を生かす主役です。
17日（火）

渇いている者よ。

わたしのもとに来なさい 
(ヨハネ7:37～53)
霊的な飢え渇きが満たされなければ、神秘主義、人間主義、律法主義に陥るようになり、深刻な精神問題と病気の中で苦しむようになります。福音を持った者の考え、信仰、礼拝の勝利で、困難にあっている者を生かすことができます。
18日（水）

出会いの祝福 (使徒2:9～13)
私に出会った人が、神様の答えと、みことばの成就を確認して、伝道しなければならないという考えになれば、真の弟子だと言えるでしょう。このような出会いが今日、私たちが受けるべき祝福です。

19日（木）
いのち的な献身 (創12:1～3)

キリストにあって、いのちの奥義を発見する時、インマヌエルを見るようになり、続けてインマヌエルを体験して味わうようになります。ですから、いのちを持った者は、不信仰を捨てて信仰の選択をすれば良いのです。
20日（金）

いのちをかけた献身(使徒1:1～8)
福音にあって真の力を受ければ、教会を生かし、レムナント（次世代）を生かし、光の経済を回復するOMCにいのちをかけることができます。また、Onenessを通じて、奇跡の答えを味わうようになります。
21日（土）
いのちを生かす献身（ローマ16:25～27）
福音を防ぐ者、福音に勝つ者はいません。ですから、福音を持った者は、RUTC時代、OMC時代、重職者時代を通して世界を生かす働きを味わうようになります。
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産業宣教

　祈りが通じる人(ピリピ1:3-4)

伝 道 学

教会の試み、非難(マルコ7:1～5)

核心訓練

　みことばの後に与えられる答え 
(使8:26～40)

聖日１部　

良い牧者(ヨハネ10:1～12)
聖日２部

神様が願っておられる職業と働き
(使徒18:1～4)



今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉　03
イエス・キリストは
私の良い牧者
「今は大学生ですが、一年後に卒業した後の進路について祈って導きを受けています。しかし、時々、アイデンティティーを忘れて、今の私のレベルと環境に捕らえられ、悩んで人間主義が出てしまう時があります。でも、ゴリヤテの前に出るために、兄たちに『どうして理由がないでしょうか』と告白したダビデのメッセージを黙想したら、RUTC時代、重職者時代、OMC時代の隊列の中に私を呼んでくださったことを発見し、全体の時刻表の中での現在の私のスケジュール、未来に必ず必要なこと、神様の計画と時代的な要請に挑戦するようになります。神様は、すでに地の基が置かれる前から、この時代の世界福音化のために、私を選んでくださって、準備されているので、今日のみことば、今日の祈り、今日の伝道でいつも導かれれば良いという事実を悟って、福音の根をおろして、専門性を準備して、真に感謝する時間を味わっています」（レムナントからの手紙）　　　
	祈りが通じれば、すべてが通じます

たくさん話しをしなくても、親と子どもが通じて、恋人たちが通じるように、福音を愛する人は通じるようになっています。神様は祈りが通じる人を探しておられ、祈りが通じる人に、全てのことを答えてくださいます。契約のなかで祈りが通じるということは、どんな意味なのでしょうか。神様が願っておられる重要な祈りの課題を知っているということです。ペテロとパウロは、迫害とかん難が問題ではなく、外の現場にとても多くのたましいが待っているということが分かりました。それで、大胆に福音を伝えさせてくださいと祈りました。神様と課題が通じたのです。暴風に会っても「カイザル前に立たなければならない!」牢屋も世の中の成功も問題ではなく、キリストが全てであることを分かりました。それで、キリストのために、いのちまでかけました。
体質に応じて答えを受けるようになります

それで、伝道者は3つの体質をそろえなければなりません。どんなことをしても、十倍に最善を尽くして挑戦する成功の体質をそろえるべきです。ある程度、いいかんげんにする体質は、どこでも成功できません。成功する人は必ず
	成功の条件を持っていて、失敗する人は自分が気づいていても、気づいていなくても、必ず失敗する条件を持っています。そして、必ず真の成功のためには、福音に根をおろす福音体質にならなければなりません。また、どんな環境の中でも未来を置いて準備する創意性を探し出さなければなりません。それで、モデルの祝福を味わわなければならないのです。

みことばを与えられた後に答えられる神様

キリストの中にいれば、運命が変わります。苦しみと問題の中にいても、その中にはより良い神様の計画があります。それを握った人々が成功した信仰人です。キリストが私の人生の中でキリストになって、私の人生の主人になる時、私の人生、私の事業、私の仕事が、キリストの証人として立つようになり、どんなことも私を防ぐことができなくなります。パウロは、生きるにしても、死ぬにしても、私の身によって、キリストのすばらしさが現わされることを望むと言いました。

この時代に私を生きるようにされた神様の切なさ、RUTC、OMC、重職者時代の切なさが、私の胸の中にどれくらい刻まれているでしょうか。

説教_柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師



深い泉STORY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2008年6月13日通巻第21号 深い泉　04
自由を探しているのですか？
現代人は、歴史上、どんな時よりも、だれよりも自由を味わっている。それなのに、実感できないのは、その自由を味わってみても、感覚がないためでもあるが、実は、なくした自由の中にいるからである。

アメリカのナバホ・インディアンは、昔、飛ぶ鶏を捕まえたら、村の入り口に杭を打ち込んで、鶏の足首にひもを結んでおくということだ。初めには、鶏が本能的に空に飛ぼうとするが、すぐにひもの範囲内で墜落してしまう。それを何度もすれば、その次からは飛ぶことをあきらめて、杭の周囲をぐるぐる回るだけになるそうだ。しばらくした後、結局、インディアンがその鶏のひもを解いてやっても、全く飛ぶ気はなくなり、杭とひもがないのにもかかわらず、広場の周囲をぐるぐる回っているだけになるということだ。

人間は自由である。しかし、その自由は私たちも知らない間に、ナバホ・インディアンの鶏のように制限されていて、自由は運命の下で邪魔されている。それは事実なのだろうか？そうなのだ。
人間が自由に見えても有限な存在で、力はあるが限界の下にいるので、他の被造物とは違って、自由が拘束されていることを認めるのだが、それが宗教だ。自由な人間には、だれにも切ることができない運命が存在する。いくら自由にしていても、その中で自由な人は地球上に、ただひとりもいない。なぜなら、その運命をつかんでいる存在が、普通の人々が笑い話でばかにして軽く見ているサタンであるが、サタンはそんなに簡単に相手にできる存在ではないからだ。

神様を拒否して、世に追い出されたサタンは、自分だけの苦しみをともに受けさせる対象者として、気持ち悪いことに人間を選んでのだが、それは、神様が人間を愛しておられるからだった。
結局、サタンは人間を神様の愛から引き離して、あらゆる呪いと災いで、苦しむようにさせ、その痛みを解く機会として宗教を与えたが、それも、結局、サタンを形にした偶像崇拝の中に入るようにさせることなので、人間を永遠に滅ぼそうとする高等手段に違いはない。
少しだけ常識を持って今日の世相を見れば、この世の自由を持って、どれくらい人生が苦しみを受けているかを知るようになる。道を見つけることができない者の自由は、すなわち滅びへ行く道への自由で、迫ってくる死の中での自由だ。真の自由を見つけだす者は、ただ福音の中だけが自由だということが分かる。イエスがキリストという単純な事実は、宗教を片付ける祝福のメッセージで、サタンの勢力を一気にたたき壊す解放のメッセージだ。
少しだけ良心的にながめれば、今日の自由と感じられることが、事実は行き止まりの道であり、自分を縛っている現実が、運命の鈎であることを知るようになることだ。しかし、ぜひあきらめないで欲しい。道はある。その道は、とても近くで耳にしているだろうが、運命を砕く霊的な権威ある者であり、一度の信仰の告白で、この世での自由と永遠のいのちを与える自由な者、すなわちキリストなのだ。
文_チョン・ヒョングク牧師

＊相談したい方はこちらに連絡してください
